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今
年
ア
ラ
ブ
各
国
で
現
政
権
に
対
す
る
異
議
申
し
立
て
が
相
次

い
で
発
生
し
た
。
そ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
チ
ュ
ニ
ジ
ア
の
大

統
領
が
国
外
脱
出
し
た
一
月
中
旬
、
エ
ジ
プ
ト
で
も
抗
議
運
動

が
続
い
た
。
し
か
し
、
初
め
に
告
白
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
、

そ
の
時
点
で
、
エ
ジ
プ
ト
に
も
革
命
が
生
起
す
る
こ
と
は
予
測
で
き

な
か
っ
た
。

　

一
月
二
五
日
に
カ
イ
ロ
中
心
部
に
あ
る
タ
ハ
リ
ー
ル
広
場
で
反
政

府
デ
モ
が
始
ま
っ
た
が
、
初
め
の
二
〜
三
日
間
は
ム
バ
ラ
ク
政
権
も

飴
と
鞭
に
よ
る
対
応
で
対
処
可
能
と
考
え
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
事
態

が
本
当
に
急
変
し
た
の
は
、
一
月
二
八
日
金
曜
日
午
後
の
礼
拝
後
の

デ
モ
で
あ
る
。
治
安
警
察
部
隊
が
デ
モ
隊
を
統
制
で
き
ず
に
現
場
か

ら
退
去
し
、
タ
ハ
リ
ー
ル
広
場
に
軍
隊
の
戦
車
や
装
甲
車
が
入
る
。

わ
ず
か
五
時
間
で
、
政
治
デ
モ
が
外
出
禁
止
令
を
伴
う
争
乱
状
態
と

な
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
大
使
館
員
は
結
局
そ
の
日
か
ら
二
週
間
以
上
に

わ
た
り
大
使
館
に
籠
城
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　

焦
眉
の
急
は
邦
人
約
三
〇
〇
〇
人
の
安
全
確
保
と
退
避
だ
。
緊

急
事
態
に
頼
り
に
な
る
は
ず
の
携
帯
電
話
や
メ
ー
ル
は
、こ
の
日
、

当
局
に
よ
っ
て
遮
断
さ
れ
一
切
使
え
な
い
。
固
定
電
話
や
フ
ァ
ク

海風
陸風

革
命
の
さ
な
か
、

邦
人
保
護
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

駐
エ
ジ
プ
ト
大
使

奥
田
紀
宏

お
く
だ
　
の
り
ひ
ろ
　

一
九
五
二
年
生
ま
れ
。
七
五
年
東
京
大
学
卒
業
、
外
務
省

入
省
。
駐
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
大
使
、中
東
ア
フ
リ
カ
局
長
、

国
連
日
本
政
府
代
表
部
大
使
な
ど
を
経
て
、
二
〇
一
〇
年

六
月
よ
り
現
職
。

革命の混乱を抑えるために、
街中に戦車の姿も
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シ
ミ
リ
に
と
り
つ
い
て
邦
人
の
安
全
確
認
を
す
る
日
が
続
い
た
。

空
港
に
は
何
十
万
人
も
の
旅
行
者
が
殺
到
し
、
殺
気
だ
っ
た
雰
囲

気
の
な
か
で
、
邦
人
旅
行
者
も
飛
行
機
便
に
た
ど
り
着
く
ま
で
に
大

変
な
苦
労
を
さ
れ
た
。
館
員
は
連
日
空
港
に
出
向
き
、
邦
人
旅
行
者

に
対
す
る
案
内
や
食
料
・
水
の
供
給
等
の
お
世
話
を
し
た
。
ま
た
、

腎
臓
透
析
を
緊
急
に
必
要
と
す
る
旅
行
者
を
、
大
使
館
の
医
務
官
が

夜
間
の
外
出
禁
止
令
を
突
い
て
透
析
サ
ー
ビ
ス
の
あ
る
病
院
ま
で
連

れ
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
の
間
大
使
館
と
本
省
で
は

連
日
電
話
会
議
で
情
報
交
換
や
対
策
検
討
を
行
い
、
毎
回
前
原
大
臣

（
当
時
）
が
出
席
し
た
。
緊
急
事
態
対
応
の
要
諦
は
、
最
悪
の
事
態

を
想
定
し
て
対
処
す
る
こ
と
と
、
ト
ッ
プ
に
よ
る
陣
頭
指
揮
と
言
わ

れ
る
。
特
に
、
邦
人
旅
行
者
退
避
の
切
り
札
と
な
っ
た
チ
ャ
ー
タ
ー

便
や
エ
ジ
プ
ト
航
空
の
日
本
直
行
便
の
確
保
の
プ
ロ
セ
ス
で
は
、
こ

の
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
体
制
が
大
い
に
貢
献
し
た
。

　

二
月
一
一
日
、
反
政
府
デ
モ
開
始
か
ら
わ
ず
か
一
八
日
目
に
ム
バ

ラ
ク
大
統
領
は
退
陣
す
る
。
今
回
タ
ハ
リ
ー
ル
広
場
に
集
ま
っ
た
若

い
革
命
家
た
ち
の
宗
教
的
ド
グ
マ
と
は
無
縁
の
世
俗
性
、
明
確
な

リ
ー
ダ
ー
を
持
た
な
い
草
の
根
的
ス
タ
イ
ル
、
情
報
技
術
を
駆
使
し

て
の
デ
モ
動
員
の
手
法
、
デ
モ
の
後
に
タ
ハ
リ
ー
ル
広
場
を
自
分
た

ち
で
掃
除
す
る
そ
の
節
度
に
世
界
が
刮
目
し
た
。
し
か
し
、
革
命
は

い
ま
だ
終
わ
っ
て
い
な
い
。
新
た
な
政
治
体
制
の
構
築
を
め
ぐ
り
、

侃
々
諤
々
の
政
治
的
議
論
が
果
て
し
な
く
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

目
を
転
ず
れ
ば
、
ア
ラ
ブ
地
域
の
政
治
社
会
全
体
に
お
い
て
押
し
と

ど
め
よ
う
も
な
い
歴
史
的
な
地
殻
変
動
が
起
き
て
い
る
。
し
か
し
、

わ
れ
わ
れ
は
そ
の
全
容
を
ま
だ
把
握
し
て
い
な
い
。
こ
の
地
殻
変
動

が
民
主
化
、宗
教
的
に
寛
容
な
穏
健
政
権
、地
域
の
安
定
に
つ
な
が
っ

て
ほ
し
い
と
思
う
が
、
こ
の
シ
ナ
リ
オ
は
当
然
視
で
き
な
い
。

　

三
月
一
一
日
の
東
日
本
大
震
災
以
降
の
中
東
外
交
は
ど
う
あ
る
べ

き
か
、
今
後
多
く
の
議
論
が
必
要
だ
。
た
だ
、
震
災
直
後
か
ら
、
わ

れ
わ
れ
は
弔
意
と
同
情
の
念
を
表
明
す
る
多
数
の
エ
ジ
プ
ト
人
か
ら

の
真
摯
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
覆
わ
れ
た
。
革
命
以
前
は
非
合
法
だ
っ
た

ム
ス
リ
ム
同
胞
団
や
タ
ハ
リ
ー
ル
広
場
の
若
き
革
命
家
の
グ
ル
ー
プ

も
相
前
後
し
て
弔
問
記
帳
に
来
訪
し
た
。
革
命
に
よ
る
変
化
は
大
き

い
が
、
政
治
信
条
を
越
え
た
エ
ジ
プ
ト
人
の
日
本
に
対
す
る
温
か
い

気
持
ち
に
変
わ
り
は
な
い
。こ
の
友
情
は
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
。

　

そ
し
て
今
後
の
復
興
の
た
め
、
今
ま
で
以
上
に
ア
ラ
ブ
諸
国
を
日

本
に
つ
な
ぎ
止
め
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
の
で
あ
れ
ば
、
金
目
の
話

は
二
の
次
で
よ
い
。
た
だ
、
そ
の
心
に
強
く
訴
え
る
こ
と
だ
。
四
月

一
一
日
に
は
菅
総
理
が
日
本
に
お
見
舞
い
や
支
援
を
く
だ
さ
っ
た
世

界
中
の
一
人
一
人
に
向
け
て
感
謝
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
出
し
た
。
今

後
も
そ
の
よ
う
な
日
本
の
政
治
指
導
者
の
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と

積
極
的
関
与
に
期
待
し
た
い
。
■




